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適用 

本仕様書は SpreadRouter-F/R/LTE と SpreadRouter-A を使用した、IoT センサーパック機能のプ

ログラムのセットアップ手順書になります。 

※SpreadRouter-F/R/LTE は、「SpreadRouter または LTE ルータ」と省略します。 

※SpreadRouter-A は、「SP-A」と省略します。 

※センサーデータ監視クラウドサービス SR-APPEAR（別途有償サービス）は、「APPEAR」と省略

します。 

 

尚、通常の IoT センサーパックや、SpreadRouter-A、 SpreadRouter-F/R/LTE に対しての各種設

定は本手順書含め、以下の資料を参照し設定をお願いします。 

 

【SpreadRouter-F/R/LTE】 

SpreadRouterWebUI 操作マニュアル 

SpreadRouter_ユーザーズガイド 

 

【SpreadRouter-A】 

SpreadRouter-A_製品仕様書 

 

【SR-APPEAR】 

SR-APPEAR 操作マニュアル 

 

※尚、本書内では SpreadRouter-R（RS232C）を前提とした説明となっておりますので、

SpreadRouter-F をご使用の場合は、RS485 にて接続する形となります。 

 

※SpreadRouter-A 対応の IoT センサーパックをインストールすると、同時に SpreadRouter-MW 

のセンサーデータも取得することが可能です。SpreadRouter-MW に対する設定や機能について

は SpreadRouter-MW に関する仕様書を参照ください。 

 

※SR-APPEAR に関する説明は 6 章に記載しています。 
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１．構成図 

LTE(3G)ルータ、SP-A を使用したシステム構成図は以下のとおりです。 

 

構成例１：SpreadRouter-A の親局で計測するタイプ 

 

 

構成例２：SpreadRouter-A の子局が計測し、無線で親局に検出結果を送信するタイプ 

 

子局は設定された時間間隔で計測したアナログ値またはデジタル値を送信します。無線間はデータ

の到達補償がありませんので、子局が複数存在する場合は、送信間隔を大きく取り、できるだけ衝

突が起こらない様にお試しください。 

親局子局間に中継局を挟むことも可能です。 
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1.1. 本書の説明例 

本書で説明する主なセットアップ例は以下のとおりとなります。 

・インターネット設定 → LTE(3G)通信でインターネット接続する為のネットワーク設定 

・IoT センサーパック設定 → センサーデータを SD カード保存や外部サーバへ送信する設定 

・SP-A 構成 → 構成例１または、構成例２の中継局無し版 

 

 

 

 

2. セットアップ方法 

本システムを運用するにあたり、必要なセットアップには大きく分けて以下の項目があります。 

（１） LTE(3G)ルータに関する設定（LTE/3G 等のインターネット接続の設定） 

（２） LTE(3G)ルータへのセンサーパックアプリケーションインストール 

（３） LTE(3G)ルータへの設定ファイル更新 

（４） SP-A に関する設定[親局、子局] 

 

以降の手順に従い、各種インストールをお願いいたします。 

※その他、参考資料「SpreadRouter マニュアル」「SpreadRouterA マニュアル」内も参照くださ

い。 
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2.1. SpreadRouter（3G/LTE ルータ）に関する設定 

SpreadRouter に関する設定を記載します。(推奨含む) 

・通信モジュール設定（必須） 

・Web 設定画面ポート変更（推奨） 

・設定画面のパスワード変更（推奨） 

・フィルタ設定（遠隔から設定画面アクセス可能にする場合は必須） 

・定期リブート機能（必須） 

 

 

●下記のマニュアルも参照しながら、各種設定を行ってください 

・SpreadRouterWebUI 操作マニュアル 

・SpreadRouter_ユーザーズガイド 
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2.1.1. 通信モジュール設定 

SpreadRouter 本体電源を OFF した状態で、3G/LTE アンテナの接続、SIM カードの挿入を行って

ください。◆ユーザーズガイド P.12、P13 参照（SIM の挿入向きは P.15） 

 

PC と SpreadRouter の Ether0 または Ether1 ポートに LAN ケーブルを接続し、SpreadRouter 本

体電源を投入します。 

 

約１分半～２分程度すると、SpreadRouter の設定画面へアクセスできるようになります。 

 

◆SpreadRouterWebUI 操作マニュアル P.11 （1.2 WebUI へのアクセスを参照） 

 

 

尚、SpreadRouter はグローバル IP アドレスを使用する場合、外部からのアクセスを完全に遮断は

できないため、「web 設定ポート番号」と「設定画面のパスワード」の変更を強くお勧めします。 
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◆SpreadRouterWebUI 操作マニュアル P.21 （第 3 章 3G 通信モジュールを参照） 

SIM カードの LTE(3G)回線設定に従い、以下を設定し、画面下段の設定ボタンを押下 

＜設定必要カ所＞ 

回線接続  する 

APN    指定の APN をセット 

ユーザ ID  指定のユーザーID（認証 ID）をセット 

パスワード 指定のパスワードをセット 

接続方式  常時接続 を選択 

認証方式  指定の認証方式をセット（PAP または CHAP） 

PDP タイプ 指定の PDP タイプをセット（IP または PPP） 

その他設定はデフォルトのまま 
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ブラウザの更新ボタン等を押下すると、状態表示が更新され、接続中となり、LTE/3G の IP アドレ

スが表示される。 

このアドレスがグローバル IP アドレスになります。 

※SIM の契約形態によってはプライベートアドレスが割り当てられます。 

 

※メニューの名称は 3G 通信モジュールですが、LTE モデルも同様となります。 

※LTE/3G 回線を使用しない場合は、本項目は不要です。イーサネット経由でインターネット接続を 

行う場合は、SpreadRouterWebUI 操作マニュアルを参照願います。 
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2.1.2. Web 設定画面ポート番号変更 

現在表示している設定画面へアクセスするポート番号を変更します。これは遠隔から本画面のメン

テナンスを行いたい場合にアクセス可能にするための設定です。デフォルトは 80 番ですが、80 番

では不特定多数からのアクセスが発生するため、遠隔からの設定をサポートする場合、80 番以外の

ポートを設定することを強くおすすめします。（セキュリティ強化目的） 

 

 

 

本体設定を選択し、ここでは例として設定画面ポート番号を 80 番から 8090 番へ変更し、設定押下

します。（8090 以外でも可） 

 

◆SpreadRouterWebUI 操作マニュアル P.69 （第 16 章 本体設定を参照） 

 

ここで設定ボタン押下した後は、設定画面のポートがすぐに変更されるため、 

http://192.168.1.1:8090  最後のポート番号部分を変更しアクセスします。 

 

 

  

http://192.168.1.1:8090/
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2.1.3. 設定画面のパスワード 

現在表示している設定画面へアクセスした際のパスワードを変更します。デフォルトは「admin」

ですが、これも設定画面を外部アクセス可能にするには、web 設定ポート番号変更と同じく、イン

ターネット上からアクセス可能となるため、セキュリティ強化目的で、パスワード変更を推奨しま

す。 

 

 

◆SpreadRouterWebUI 操作マニュアル P.69 （第 16 章 本体設定を参照） 

 

新しいパスワード入力後、設定ボタン押下した後は、設定画面のパスワードがすぐに変更されるた

め、再入力を行ってください。 
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2.1.4. フィルタ設定 

インターネット側から、設定画面へのアクセスを許可する為、web 設定画面のポート番号の許可を

フィルタ設定で行います。 

webUI 設定画面は例として、8090 番ポートを許可します。 

 

フィルタを選択し、右下の追加ボタンを押下 

 

 

プロトコル  TCP 

ターゲット  Accept 

宛先ポート  8090 

宛先アドレス、送信元アドレスは空欄で ＯＫ押下し、設定を押下します。 

◆SpreadRouterWebUI 操作マニュアル P.35 （第 5 章 フィルタを参照） 
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※SR-APPEAR 連携時、以降の 2.3 章で説明する SR-APPEAR 設定時の TCP_SVRPORT=xxxxx で設定

したポート番号も同様に追加してください。 

 

2.1.5. 定期リブート機能 

デフォルトでは定期リブート機能が有効になっていますが、定期リブート機能は無効に変更します。 

 

◆SpreadRouterWebUI 操作マニュアル P.66 （第 14 章 停止・再起動参照） 

 

2.1.6. 本体再起動 

ここまでの設定を保存するため、一度本体を再起動します。 

 

再起動ボタンを押下し、本体を再起動します。 

 

※再起動を行わずに電源プラグを抜いてしまうと、設定した情報が保持されずに消えてしまいます。 

再起動完了後は、本体の電源を抜いても設定情報は消えません。  
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2.2. IoT センサーパックアプリケーションのインストール 

SP-A からの各センサーデータを取得し、SD カード保存または FTP サーバや共有フォルダ等へ送信

を実現する為には、SpreadRouter（3G/LTE ルータ）に IoT センサーパックアプリケーションのイ

ンストールを行う必要があります。インストールには、PC と SpreadRouter を LAN ケーブルで接

続し、フリーウェアの TeraTerm を使用してアプリケーションのインストールを行います。 

 

※尚、センサーパックアプリケーションをインストールする際は、必ず SpreadRouter が「インタ

ーネットに出られる状態」にてセットアップを行ってください。セットアップ中、インターネット

上から必要なパッケージのダウンロードを実行する為です。 

 

2.2.1. TeraTerm インストール 

ここではフリーソフト teraterm-4.93.exe を例にインストール手順を説明します。 

納品時の CD-ROM に teraterm-4.93.exe が入っているので、このプログラムを実行します。 

 

 

日本語選択し OK 押下。 

 

 

そのまま次へ。 
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使用許諾所へ同意し、次へ。 

 

 

インストール先デフォルトのまま次へ。 

 

 

コンポーネント選択もデフォルトのまま次へ。 
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日本語選択し次へ 

 

 

そのまま次へ。 

 

 

 

チェック項目もそのまま次へ。 
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インストール押下すると、インストール開始。 

 

 

インストール終了。 

 

 

  



18 

2.2.2. IoT センサーパックプログラムインストール 

PC と SpreadRouter の ETHER0 または ETHER1 ポートを LAN ケーブルで接続してください。PC

に IP アドレスが割り当たったことを確認したら、TeraTerm を起動します。 

  

 

 

  

  

SpreadRouter のアドレス 

192.168.1.1 を入力（変更している時は、変更した IP アド

レスを設定） 

TCP ポート ： 10022 

サービス ： SSH  

SSH バージョン：SSH2 

OK ボタン押下 

※SpreadRouter の SSH ポートは 10022 がデフォルトポー

トになります。 

セキュリティ警告画面はそのまま「続行」を押下。 

※初めて SpreadRouter に接続した時に表示されます。 

表示されなくても問題ありません。 
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ログイン設定 

ユーザ名 ：user1 

パスワード：spreadfr 

を入力し OK を押下 

他はデフォルト状態 

ログインするとプロンプトが表示されます。 

user1@plum:~$ 

root 権限に移行する為、 

$ su  を入力 

パスワードは、spreadroot 

root に変わると、プロンプトが 

$ → # に変更されます。 
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#ls –l コマンドを入力すると、install.zip が転送されたことが確認できる。 

 

 

インストールファイルを SpreadRouter に転送する為、 

ファイルメニューの SSH SCP を選択 

ダイアログのフォルダ選択メニューから、 

CD-ROM 内の[インストーラ]の中にある 

install.zip を選択。ファイル選択すると From に 

選択ファイルが表示。Send ボタンを押下します。 
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#unzip install.zip コマンドを入力すると、install.zip が展開（解凍）される 

 

 

#cd install コマンドでディレクトリ移動 
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# bash install_spread  コマンド実行でインストール開始 

アプリケーションのセットアップと、インターネット上から必要なパッケージのダウンロードを開

始します。 
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インストールの確認入力がでたら、y を押下し Enter キーでインストールを進めます。 

 

 

インストール完了すると、そのままプロンプトが表示されます。 
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インストーラファイルの削除の為、ディレクトリを１階層上に戻り、ファイル確認 

# cd .. 

# ls -l 

削除コマンドで install ディレクトリと install.zip を削除 

# rm –r install* 
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2.3. IoTセンサーパックアプリケーション設定ファイル作成 

IoTセンサーパックで取得した各種センサーの値を、SpreadRouter本体のSDカードへ保存または、

外部の FTP サーバへ送信する等の設定を行う必要があります。 

 

設定はテキストファイル（SpreadCtrl.ini）に記述を行い、SpreadRouter にて読み込ませます。 

ここでは、設定ファイル（SpreadCtrl.ini）の記述方法を記載します。作成した設定ファイルは、

SpreadRouter の web 設定画面から、メニュー「専用設定ファイル」で読み込ませます。 

 

下記の設定例は、センサーデータの蓄積は SD カードへの設定や、FTP サーバ、ローカルネットワ

ーク内共有フォルダへの設定に関する記載例となります。 

 

■設定ファイル（SpreadCtrl.ini）記述例 （SD カードへ保存） 

 

 

 

■設定ファイル（SpreadCtrl.ini）記述例 （FTP サーバへアップロード） 

 

 

 

 

 

 

■設定ファイル（SpreadCtrl.ini）記述例 （ローカルネットワーク共有フォルダへアップロード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPLOADTYPE=1 

SPREAD_ID=RJ-10001234 

UPLOADTYPE=2 

SPREAD_ID=RJ-10076543 

FTP_HOST=192.168.1.121 

FTP_USER=IoT_test1 

FTP_PASS=iottest1 

UPLOADTYPE=6 

SPREAD_ID=RJ-10009999 

SHARED_HOST=192.168.1.110 

SHARED_DIR=IotUser1 

SHARED_USER=IotUser1 

SHARED_PASS=abcde111 
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■設定ファイル（SpreadCtrl.ini）記述例（http-JSON 形式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設定ファイル（SpreadCtrl.ini）記述例（SR-APPEAR 連携時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※APPEAR 連携では赤文字部分は固定設定、青文字部分を環境により変更。（6 章参照） 

 

◆共通 

・キーワードは必須項目に設定が無いと正しく動作しません。 

・コメント等の記入は行わないでください（非対応） 

・ファイルは、UTF-8 形式、改行コードは CR/LF で作成してください。 

 

 

  

UPLOADTYPE=3  

SERVER_ADDR=http://abcdefg.co.jp 

SERVER_PORT=80 

SERVER_PATH= 

SERVER_METHOD=SpreadRouterAppear/updata 

TCP_SVRPORT=54001 

IDLE_TIMEOUT=300 

SEND_INTERVAL=30 

KILL_TIMEOUT=600 

MAX_TIMEOUT=500 

CONN_TIMEOUT=20 

RETRY_NUM=2 

UPLOADTYPE=3  

SERVER_ADDR=http://abcdefg.co.jp 

SERVER_PORT=80 

SERVER_PATH= 

SERVER_METHOD=adlogger/index.php 

SEND_INTERVAL=30 

KILL_TIMEOUT=600 

MAX_TIMEOUT=500 

CONN_TIMEOUT=20 

RETRY_NUM=2 
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■設定ファイル説明 

各種設定のキーワードを記載します。 

※http-json 形式は 

キーワード 説明 値の例 

UPLOADTYPE 

（必須） 

アップロードタイプ‘（デ―タ保存形式） 1=SD カード保存 

2=FTP アップロード 

3=http アップロード 

6=共有フォルダアップロード 

SPREAD_ID 

（必須） 

SpreadRouter の識別 ID 

任意の ID(センサーデータに含まれます) 

RJ-10012345 

半角英数（サンプルは製造番号形式です

が、規定は無い） 

FTP_HOST（FTP 時必須） FTP サーバのホスト名または IP アドレス 192.168.1.121 

FTP_USER（FTP 時必須） FTP サーバの接続アカウント名 指定のアカウント名 

FTP_PASS（FTP 時必須） FTP 接続パスワード 指定のパスワード 

SHARED_HOST 

（共有フォルダ時必須） 

共有フォルダの送信先ホスト名または IP ア

ドレス 

192.168.1.110 

SHARED_DIR 

（共有フォルダ時必須） 

共有フォルダ名（ユーザー名の直下への送信

限定のため、ユーザー名と同じ設定） 

指定のフォルダ名 

SHARED_USER 

（共有フォルダ時必須） 

共有フォルダの接続ユーザ名 指定のユーザ名 

SHARED_PASS 

（共有フォルダ時必須） 

共有フォルダの接続パスワード 指定のパスワード 

SERVER_ADDR 

（http 送信 JSON 形式必須） 

http サーバアドレス http://192.168.1.110 

SERVER_PORT 

（http 送信 JSON 形式） 

http サーバポート 80 

デフォルト 80 番 

SERVER_PATH 

（http 送信 JSON 形式） 

http サーバの ADDR:PORT/xxxxx 

xxxxx に該当する部分。不要なら無 

datapath 

SERVER_METHOD 

（http 送信 JSON 形式） 

ADDR:PORT/xxxxx/yyy/zzz.php 

yyy/zzz.php に該当する部分。不要なら無 

adlogger/index.php 

SEND_INTERVAL 

（http 送信 JSON 形式） 

http 送信間隔時間（秒） 

指定間隔で溜まったデータを送信。複数溜ま

っている場合は、１間隔で全て送信。 

デフォルト 10 秒 

KILL_TIMEOUT 

（http 送信 JSON 形式） 

http 送信異常時強制終了時間（秒） 

※各タイムアウトより長くしてください 

デフォルト 45 秒 

最大 800 秒 

MAX_TIMEOUT 

（http 送信 JSON 形式） 

最大タイムアウト時間(秒) 

（送信中のタイムアウト時間） 

デフォルト 40 秒 

最大 600 秒 

CONN_TIMEOUT 接続タイムアウト時間(秒) デフォルト 35 秒 
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（http 送信 JSON 形式）  最大 600 秒 

RETRY_NUM 

（http 送信 JSON 形式） 

http 送信失敗時のリトライ数 デフォルトリトライ無し 

最大 10 回 

TCP_SVRPORT 

（SR-APPEAR 連携時） 

SR-APPEAR 側からデータ取得要求を受信す

る「APPEAR 待受けポート番号」用ソケット 

デフォルト 50000 ポート 

IDLE_TIMEOUT 

（SR-APPEAR 連携時） 

「APPEAR 待受けポート番号」接続中ソケッ

トの無通信強制ソケット切断時間 

デフォルト 10 秒 
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2.3.1. 設定ファイル（SpreadCtrl.ini）更新方法 

 

設定画面の「専用設定ファイル」メニューから、ファイル選択で作成した SpreadCtrl.ini を選択し 

アップロードボタンを押下します。 
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本手順書の順番で下記のセットアップが完了したら、本体を一度再起動します。 

（１） SpreadRouter に関する設定 

（２） センサーパックアプリケーションインストール 

（３） センサーパックアプリケーション設定ファイルの作成 

 

 

 

設定画面の「停止・再起動」メニューから、本体再起動の再起動ボタンを押下し、再起動します。 
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3. SpreadRouter-A の設定 

SpreadRouter-A は、弊社標準仕様の製品の為、製品仕様書を参照し設定を行ってください。 

以降にサンプルの設定例を記載します。 

 

3.1. SpreadRouter-A の主な設定変更部分 

参考資料：SpreadRouter-A 製品仕様書 第３章 3.2 PC アプリケーションを参考にし、以下の設

定を行う。 

項目 親局側設定 子局側設定 備考 

無線選択 LoRa LoRa LoRa 推奨 

CH 24ch-61ch 24ch-61ch 親局子局、統一 

PAN-ID 1～65534 1～65534 親局子局、統一 

自局 ID 1～65534 1～65534 自局(自身の機器)の ID 

APPEAR 側で認識する「ユニッ

ト ID」に相当 

最終宛先 ID 通常 1～65534 

APPEAR 連携時 65535 

親局の ID 親局が子局に送信することはな

いので任意の値 

APPEAR 連携時はブロードキャ

スト設定 

親・中継・子選択 親 中継・子局 中継と子は同じ 

Broadcast 受信時ホップ数 ― ホップ無し 親からブロードキャスト送信は

行わない為、ホップ無し 

経路設定 固定中継（Fixation） 

 

中継無：Non Rooting(1vs1 時) 

中継有：Fixation 

複数台運用し中継無い場合は 

Fixation で中継数の中継無し 

最大固定中継数 中継無 該当機器の中継する回数 自身⇒中継⇒親の場合は中継１ 

経路１ ― 自身の次に到達する中継 ID① 中継しない場合は 0 設定 

経路２ ― 中継 ID①の次に中継する ID② 中継しない場合は 0 設定 

経路３ ― 中継 ID②の次に中継する ID③ 中継しない場合は 0 設定 

送信出力 20mW 20mW 親局子局、統一 

BandWidth 125kHz 125kHz 親局子局、統一 

SF SF10 SF10 親局子局、統一 

ACK 使用しない 使用しない  

RSSI 出力有無 出力なし 出力なし  

送信元機器 ID 出力 出力なし 出力なし  

キャリアセンスリトライ数 0 回 0 回  
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AES 無効 無効 親局子局、統一 

通信モード センサーパック センサーパック  

親局自身検出 自身検出あり、なし ― 親局にセンサーを取り付け検出

したい場合は検出あり 

出力フォーマット バイナリ出力 ― SpreadRouter-F/R/LTE 利用時

はバイナリ出力選択。 

APPEAR 連携時もバイナリ出力 

センサーパック送信間隔 検出あり時、シリアル出

力間隔時間設定 

送信間隔を設定  

センサーデバイス ID 自局 ID とは独立したセ

ンサーパック用 ID 

自局 ID とは独立したセンサーパ

ック用 ID 

 

SR-APPEAR 設定 有効/無効 有効/無効 APPEAR 連携時は有効 

利用しない場合は無効 

SR-APPEAR 識別コード 半角英数 6 文字 半角英数 6 文字 APPEAR 連携時は APPEAR 導入

時に決定する識別コードをセッ

ト。利用しない場合は空欄 

中継動作時無線受信データ

のシリアル出力 

― 中継パケットはシリアル出力し

ない 

 

連続受信した同一 BC パケッ

トのシリアル出力 

― 指定時間シリアル出力なし  

連続受信した同一 BC パケッ

トのシリアル出力しない時

間 

― ０  

連続受信した同一 BC パケッ

トの無線出力 

ー 指定時間無線出力なし  

連続受信した同一 BC パケッ

トの無線出力しない時間 

― ０  

起動時メッセージ出力 出力しない 出力しない  

シリアルポート設定 115200bps 

データ長 8 

ストップビット１ 

パリティ無し 

フロー制御なし 

115200bps 

データ長 8 

ストップビット１ 

パリティ無し 

フロー制御なし 

デフォルトのまま 

日時設定 PC 日時でセット PC 日時でセット 予め PC の時刻を合わせること 

※Ver1.07 以前、日差約 17 秒 

※Ver1.07 以降、日差約２秒 

LED 設定 全て通常動作 全て通常動作  

通常電源投入後、保存された内容で自動スタートします。  
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4. SD カード内のデータを取得する場合 

センサーデータの保存を SD カードにした運用の補足をします。 

 

4.1. 直接 SD カードを外す場合 

SD カードに溜まったデータを取得する場合は、SpreadRouter 動作中に直接 SD カードを外さない

で、RS232C ケーブルを外し、本体をシャットダウン（本体動作中に INIT ボタン長押し）した状態

で SD カードを外してください。（本体シャットダウンすると全ての LED が消灯します） 

 

4.2. 遠隔から SD カードのデータをコピーする場合 

SpreadRouter 本体がグローバル固定 IP の SIM カードを使用している前提で、遠隔から TeraTerm

を起動し、SSH 接続で SpreadRouter にアクセスします。（SSH 接続はセンサーパックインストー

ルの章を参照） 

 

SSH 接続を行いコマンドプロンプトが表示されたら、以下の様にしセンサーデータファイルを PC

へ転送します。 

 

◆2019 年のフォルダ全体コピーの例 

$ su    

spreadroot（root のパスワード） 

# cd /mnt/sd 

# ls –l   （データが入ったディレクトリが表示される） 

# zip –r 2019.zip 2019    （センサーデータ 2019 年受信分のディレクトリを圧縮） 

# ls –l   （2019.zip が作成されたことを確認） 
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PC 側に転送されたのを確認したら、 

# rm 2019.zip     SD カード内の圧縮ファイル削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019.zip を PC に転送する為、 

ファイルメニューの SSH SCP を選択 

◆赤枠の上段側 From は、送信元のファイルをフルパス指定 

/mnt/sd/2019.zip 

 

◆下段の To は、保存する PC のフォルダを指定。 

※Program Files 以下等は、権限が無く保存できません 

 

両方設定後、Receive ボタン押下で転送 
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5. 各種フォーマット 

5.1. SD カード内、FTP サーバ、共有フォルダ 

（アナログモデル） 

SD カード内、FTP サーバまたが共有フォルダに集まったデータの csv フォーマットは基本的に同じ

です。zip 圧縮掛かっていても解凍すると同じ状態のファイルが出来上がっています。 

 

ファイル名：YYYYMMDD_HH_SpreadID_A-AD.csv 

（年月日_取得時_設定 SpreadID_A-AD.csv）  ※A-AD は SpreadRouter-A のアナログを指す。 

 

ファイル内は、項目名(タイトル行)と、１時間分のデータ 

A-UNITID,SPREADID,DEVICE-ID,DATE,TIME,SEQ,GET-DATE,GET-TIME,Ch1Last,Ch2Last,C

h3Last,Ch4Last,Ch1Ave,Ch2Ave,Ch3Ave,Ch4Ave,Ch1Max,Ch2Max,Ch3Max,Ch4Max,Ch1Mi

n,Ch2Min,Ch3Min,Ch4Min,RSSI 

00100,RJ10000874,02344,2019/07/19,02:00:00,08720,2019/07/19,02:00:36,0.000000

0,0.0017972,0.0110376,0.0000000,0.0000000,0.0018339,0.0110669,0.0000000,0.0000

000,0.0018705,0.0110868,0.0000000,0.0000000,0.0017644,0.0110376,0.0000000,-27 

 

赤が項目名（タイトル）、青がデータ 

項目名（左先頭から） 値（例） 備考 

A-UNITID 00100 SpreadRouter-A 子局 ID 送信元自局 ID 5 桁固定 00001～65534 

SPREADID RJ10000874 SpreadRouter-F/R/LTE を識別する任意名称(SpreadCtrl.ini の 

SPREAD_ID の内容) 

DEVICE-ID 02344 送信元センサーデバイス ID 

DATE 2019/07/19 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した日付 

TIME 02:00:00 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した時間 

SEQ 08720 シーケンス番号。本体電源投入後、センサーパックを送信した 

回数 00001～65535 

GET-DATE 2019/07/19 子局アナログ取得日（アナログ瞬間値取得日） 

GET-TIME 02:00:36 子局アナログ取得時間（アナログ瞬間値取得時間） 

Ch1Last 0.0000000 ch1 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

Ch2Last 0.0017972 ch2 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

Ch3Last 0.0110376 ch3 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 
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Ch4Last 0.0000000 ch4 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

Ch1Ave 0.0000000 ch1 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

Ch2Ave 0.0018339 ch2 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

Ch3Ave 0.0110669 ch3 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

Ch4Ave 0.0000000 ch4 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

Ch1Max 0.0000000 ch1 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最大値) 

Ch2Max 0.0018705 ch2 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

Ch3Max 0.0110868 ch3 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

Ch4Max 0.0000000 ch4 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

Ch1Min 0.0000000 ch1 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

Ch2Min 0.0017644 ch2 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

Ch3Min 0.0110376 ch3 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

Ch4Min 0.0000000 ch4 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

RSSI -27 親局が受信した際の受信感度。（中継経由時は、親局が中継から受信した RSSI） 
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5.2. json フォーマット時 

（アナログモデル） 

json フォーマットでは以下のように全て文字列で表されます。 

{"a_unitid":"00100","spreadid":"RJ10000874","deviceid":"00555","date":"2019/07/24","ti

me":"19:40:01","seq":"00560","getdate":"2019/07/24","gettime":"19:42:05","ch1last":"0.

0000000","ch2last":"0.0017935","ch3last":"0.0108771","ch4last":"0.0000000","ch1ave":"

0.0000000","ch2ave":"0.0017856","ch3ave":"0.0108473","ch4ave":"0.0000000","ch1max

":"0.0000000","ch2max":"0.0018077","ch3max":"0.0108771","ch4max":"0.0000000","ch1

min":"0.0000000","ch2min":"0.0017710","ch3min":"0.0108293","ch4min":"0.0000000","r

ssi":"-65"} 

 

項目名（左先頭から） 値（例） 備考 

a_unitid 00100 SpreadRouter-A 子局 ID 送信元自局 ID 5 桁固定 00001～65534 

spreadid RJ10000874 SpreadRouter-F/R/LTE を識別する任意名称(SpreadCtrl.ini の 

SPREAD_ID の内容) 

deviceid 00555 送信元センサーデバイス ID 

date 2019/07/24 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した日付 

time 19:40:01 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した時間 

seq 00560 シーケンス番号。本体電源投入後、センサーパックを送信した 

回数 00001～65535 

getdate 2019/07/24 子局アナログ取得日（アナログ瞬間値取得日） 

gettime 19:42:05 子局アナログ取得時間（アナログ瞬間値取得時間） 

ch1last 0.0000000 ch1 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

ch2last 0.0017935 ch2 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

ch3last 0.0108771 ch3 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

ch4last 0.0000000 ch4 のアナログ瞬間値をセット(送信直前の計測値) 

ch1ave 0.0000000 ch1 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

ch2ave 0.0017856 ch2 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

ch3ave 0.0108473 ch3 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

ch4ave 0.0000000 ch4 のアナログ平均値をセット(前回送信から今回送信直前の瞬間値間の平均) 

ch1max 0.0000000 ch1 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最大値) 

ch2max 0.0018077 ch2 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

ch3max 0.0108771 ch3 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

ch4max 0.0000000 ch4 のアナログ最大値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 
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ch1min 0.0000000 ch1 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

ch2min 0.0017710" ch2 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

ch3min 0.0108293 ch3 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

ch4min 0.0000000 ch4 のアナログ最小値をセット(前回送信から今回送信直前までの最小値) 

rssi -65 親局が受信した際の受信感度。（中継経由時は、親局が中継から受信した RSSI） 
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5.3. SD カード内、FTP サーバ、共有フォルダ 

（デジタルモデル） 

 

ファイル名：YYYYMMDD_HH_SpreadID_A-DI.csv 

（年月日_取得時_設定 SpreadID_A-DI.csv）  ※A-DI は SpreadRouter-A のデジタルを指す。 

 

ファイル内は、項目名(タイトル行)と、１時間分のデータ 

A-UNITID,SPREADID,DEVICE-ID,DATE,TIME,SEQ,GET-DATE,GET-TIME,DI1mode,DI2mod

e,DI3mode,DI4mode,DI1,DI2,DI3,DI4,Pulse1,Pulse2,Pulse3,Pulse4,RSSI 

00100,RJ10000874,02344,2019/07/19,02:00:00,08720,2019/07/19,02:00:36,0,0,1,1,O

N,OFF,ON,OFF,0,0,1558993863,38457,-27 

 

赤が項目名（タイトル）、青がデータ 

項目名（左先頭から） 値（例） 備考 

A-UNITID 00100 SpreadRouter-A 子局 ID 送信元自局 ID 5 桁固定 00001～65534 

SPREADID RJ10000874 SpreadRouter-F/R/LTE を識別する任意名称(SpreadCtrl.ini の 

SPREAD_ID の内容) 

DEVICE-ID 02344 送信元センサーデバイス ID 

DATE 2019/07/19 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した日付 

TIME 02:00:00 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した時間 

SEQ 08720 シーケンス番号。本体電源投入後、センサーパックを送信した 

回数 00001～65535 

GET-DATE 2019/07/19 子局デジタル取得日 

GET-TIME 02:00:36 子局デジタル取得時間 

DI1mode 0 ch1 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

DI2mode 0 ch2 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

DI3mode 1 ch3 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

DI4mode 1 ch4 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

DI1 ON ch1 のデジタル入出力状態 

DI2 OFF ch2 のデジタル入出力状態 



40 

DI3 ON ch3 のデジタル入出力状態 

DI4 OFF ch4 のデジタル入出力状態 

Pulse1 0 ch1 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

Pulse2 0 ch2 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

Pulse3 1558993863 ch3 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

Pulse4 38457 ch4 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

RSSI -27 親局が受信した際の受信感度。（中継経由時は、親局が中継から受信した RSSI） 

※ON/OFF モード時は、該当の Pulse1～Pulse4 のパルスカウンタ値は不定値（基本 0 を想定）。 

※パルスカウンタモード時でも該当の DI1～DI4 の値は最新状態がセットされます。 
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5.4. json フォーマット時 

（デジタルモデル） 

json フォーマットでは以下のように全て文字列で表されます。 

{"a_unitid":"00100","spreadid":"RJ10000874","deviceid":"00555","date":"2019/07/24","ti

me":"19:40:01","seq":"00560","getdate":"2019/07/24","gettime":"19:42:05","aDI1mode 

":"0","aDI2mode":"0","aDI3mode":"1","aDI4mode":"1","aDI1":"ON","aDI2":"OFF","aDI3":"

ON","aDI4":"OFF","aPulse1":"0","aPulse2":"0","aPulse3":"1558993863","aPulse4":"38457",

"rssi":"-65"} 

 

項目名（左先頭から） 値（例） 備考 

a_unitid 00100 SpreadRouter-A 子局 ID 送信元自局 ID 5 桁固定 00001～65534 

spreadid RJ10000874 SpreadRouter-F/R/LTE を識別する任意名称(SpreadCtrl.ini の 

SPREAD_ID の内容) 

deviceid 00555 送信元センサーデバイス ID 

date 2019/07/24 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した日付 

time 19:40:01 SpreadRouter-F/R/LTE が取得した時間 

seq 00560 シーケンス番号。本体電源投入後、センサーパックを送信した 

回数 00001～65535 

getdate 2019/07/24 子局デジタル取得日 

gettime 19:42:05 子局デジタル取得時間 

aDI1mode 0 ch1 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

aDI2mode 0 ch2 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

aDI3mode 1 ch3 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

aDI4mode 1 ch4 のデジタル入力モードをセット(値 0=ON/OFF モード 値 1=パルスカウンタ

モード) 

aDI1 ON ch1 のデジタル入出力状態 

aDI2 OFF ch2 のデジタル入出力状態 

aDI3 ON ch3 のデジタル入出力状態 

aDI4 OFF ch4 のデジタル入出力状態 

aPulse1 0 ch1 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

aPulse2 0 ch2 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

aPulse3 1558993863 ch3 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 
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aPulse4 38457 ch4 のパルスカウンタ数(電源 ON されてからのカウンタ数) 

rssi -65 親局が受信した際の受信感度。（中継経由時は、親局が中継から受信した RSSI） 

※ON/OFF モード時は、該当の Pulse1～Pulse4 のパルスカウンタ値は不定値（基本 0 を想定）。 

※パルスカウンタモード時でも該当の DI1～DI4 の値は最新状態がセットされます。 
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6. SR-APPEAR 連携時 

センサーデータ監視クラウドサービス「SR-APPEAR」へ連携を行う場合、LTE（3G）ルータ側、

SP-A 側それぞれ連携に必要な設定があります。（５章までに説明した部分で APPEAR 専用部分抜粋） 

 

6.1. 設定ファイル SpreadCtrl.ini 

LTE（3G）ルータに持たせる設定ファイル SpreadCtrl.ini に APPEAR 連携に必要な設定を記載しま

す。2.3.1 章で説明した部分になります。 

 

■設定ファイル（SpreadCtrl.ini）記述例（SR-APPEAR 連携時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※APPEAR 連携では赤文字部分は固定設定、青文字部分を環境により変更してください。 

 

項目 説明 

SPREAD_ID APPEAR 側の gateway に該当する、GatewayID として設定します。 

UPLOADTYPE 固定 3 を設定します。（JSON フォーマット指定） 

SERVER_ADDR SR-APPEAR サーバアドレスを指定します。 

SERVER_PORT 固定 80 を設定します。（http ポート） 

SERVER_PATH 固定空欄 

SERVER_METHOD 固定 SpreadRouterAppear/updata を指定します。 

TCP_SVRPORT APPEAR サーバからデータ取得要求を待ち受ける TCP ポート番号。推奨 30000～65000 

デフォルト 50000 

IDLE_TIMEOUT 接続中ソケットが無通信時に強制切断するまでの時間。デフォルト 10 秒 

SEND_INTERVAL http 送信間隔時間（秒）指定間隔で溜まったデータを送信。複数溜まっている場合は、１間

SPREAD_ID=RJ-12345 

UPLOADTYPE=3  

SERVER_ADDR=http://abcdefg.co.jp 

SERVER_PORT=80 

SERVER_PATH= 

SERVER_METHOD=SpreadRouterAppear/updata 

TCP_SVRPORT=54001 

IDLE_TIMEOUT=300 

SEND_INTERVAL=30 

KILL_TIMEOUT=600 

MAX_TIMEOUT=500 

CONN_TIMEOUT=20 

RETRY_NUM=2 



44 

（http 送信 JSON 形式） 隔で全て送信。デフォルト 10 秒 

KILL_TIMEOUT 

（http 送信 JSON 形式） 

http 送信異常時強制終了時間（秒）※各タイムアウトより長くしてください。 

デフォルト 45 秒、最大 800 秒 

MAX_TIMEOUT 

（http 送信 JSON 形式） 

最大タイムアウト時間(秒) （送信中のタイムアウト時間） 

デフォルト 40 秒、最大 600 秒 

CONN_TIMEOUT 

（http 送信 JSON 形式） 

接続タイムアウト時間(秒) 

デフォルト 35 秒、最大 600 秒 

RETRY_NUM 

（http 送信 JSON 形式） 

http 送信失敗時のリトライ数 

デフォルトリトライ無し、最大 10 回 

 

上記設定を行い、2.3.1 章手順で更新します。 

 

6.2. フィルタ設定 

APPEAR 側からデータ取得要求を受けた場合に接続を許可するポート番号を設定します。許可する

ポート番号は、SpreadCtrl.ini に記載した「TCP_SVRPORT」のポート番号を指定します。2.1.4

章手順。 

 

WebUI 設定画面の「フィルタ」メニューから[追加]を押下し、下記を設定します。 

 

プロトコル   TCP 

ターゲット   Accept 

宛先ポート   TCP_SVRPORT で設定したポート番号 

宛先アドレス  空欄 

送信元アドレス 空欄 
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6.3. SpreadRouter-A 側の設定 

SR-APPEAR へ連携する場合、センサーパックモードを行う事でセンサーデータの送信が行われ、

APPEAR 側へセンサーデータの送信に対応できます。これに加え、SpreadRouter-A の Ver1.03 以

降では、APPEAR 側からデータ取得要求に応答可能な設定を有効にするものとして、センサーパッ

クモード設定時に、以下の設定を行ってください。 

 

親局設定時 

項目 設定内容 説明 

最終宛先 ID 65535 APPEAR 側からデータ取得要求送信するため、全中継・子局

に送信するためにブロードキャスト設定 

出力フォーマット バイナリ出力 LTE ルータが APPEAR へ送信するにはバイナリ出力設定 

SR-APPEAR 設定 有効 APPEAR 連携時は有効 

SR-APPEAR 識別コード 半角英数 6 文字 APPEAR 連携時は APPEAR 導入時に決定する識別コードを

セット 

 

子局設定時 

項目 設定内容 説明 

SR-APPEAR 設定 有効 APPEAR 連携時は有効 

SR-APPEAR 識別コード 半角英数 6 文字 APPEAR 連携時は APPEAR 導入時に決定する識別コードを

セット 

 

その他の設定項目は 3.1 章に記載に必要なセンサーパック運用での設定を行ってください。 
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